
　

核
兵
器
の
恐
怖
や
悲
惨
な
戦
争
の
体

験
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
、
久
留
米

市
は
市
民
の
皆
さ
ん
と
平
和
イ
ベ
ン
ト

「
く
る
め
愛
と
平
和
の
祭
典
・
ピ
ー
ス

フ
ル
く
る
め
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

予
定
し
て
い
る
主
な
内
容
を
紹
介
し

ま
す
。
い
ず
れ
も
料
金
は
無
料
。

【
お
は
な
し
ば
さ
ら
か
】
■

日
時
７
月
18

日
㈰
14
時
～
14
時
30
分 

■

会
場
中
央
図

書
館
３
階
会
議
室 

■

内
容
お
は
な
し
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
大
型
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
と
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
。
事
前
申

し
込
み
が
必
要

【
ピ
ー
ス
フ
ル
久
商
】
■

日
時
７
月
24
日

㈯
11
時
～
11
時
30
分 

■

会
場
中
央
図
書

館
３
階
会
議
室 

■

内
容
久
留
米
商
業
高

校
の
生
徒
に
よ
る
大
型
紙
芝
居

　

い
ず
れ
も
問
い
合
わ
せ
先
は
中
央
図

書
館
（
☎
０
９
４
２
・
３
８
・
７
１
１
６
、

℻
０
９
４
２
・
３
８
・
７
１
８
３
）。

　

空
き
地
や
空
き
家
は
所
有
者
が
適
正

な
管
理
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

管
理
を
怠
る
と
、
周
囲
に
次
の
よ
う
な

さ
ま
ざ
ま
な
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

■ 

雑
草
や
樹
木
が
生
い
茂
り
、
地
域
の

景
観
を
悪
く
す
る

■ 

雑
草
な
ど
が
道
路
や
近
隣
の
住
宅
ま

で
は
み
だ
し
、
道
路
の
通
行
を
妨
げ

た
り
、
近
隣
の
住
宅
に
損
害
を
与
え

た
り
す
る

■ 

害
虫
が
発
生
す
る
、
野
生
動
物
が
住

み
着
く
、
異
臭
が
発
生
す
る
な
ど
衛

生
面
の
悪
化
を
招
く

■ 

景
観
の
悪
化
は
ご
み
の
不
法
投
棄
を

促
し
、
乾
燥
す
る
季
節
な
ど
は
火
災

リ
ス
ク
も
高
ま
る

　

地
域
の
生
活
環
境
向
上
の
た
め
に
、

適
正
な
状
態
を
保
た
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
年
に
数
回
の
草
刈
り
や
樹
木
の

剪せ

ん

て

い定
が
必
要
で
す
。
自
分
で
管
理
で
き

【
第
40
回
親
と
子
の
平
和
学
習
会
】
■

日

時
８
月
21
日
㈯
13
時
30
分
～
15
時
。
13

時
か
ら
受
け
付
け 

■

会
場
え
ー
る
ピ
ア

久
留
米
視
聴
覚
ホ
ー
ル 

■

内
容
映
画

「
火
の
雨
が
ふ
る
」
の
上
映

　
問
い
合
わ
せ
先
は
筑
後
地
区
平
和
を

守
る
女
性
の
会
の
堀
田
さ
ん
（
☎
０
９

４
２
・
２
１
・
７
２
５
４
）。

問
総
務
課
（
☎
０
９
４
２
・
３
０
・
９

０
５
２
、
℻
０
９
４
２
・
３
０
・
９
７

０
６
）

な
い
場
合
は
、
知
人
や
事
業
者
な
ど
に

依
頼
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
環
境
保
全
課
（
☎
０
９
４
２
・
３
０
・

９
０
４
３
、
℻
０
９
４
２
・
３
０
・
９

７
１
５
）

管理不全の空き家・空き地は景観を損ねるだけでなく、
周りの住宅にも大きな影響を与えます

昨
年
の
収
蔵
資
料
展
の
様
子

学
ん
で
考
え

平
和
の
大
切
さ
を
知
る

定
期
的
な
剪

せ

ん

て

い定
や
草
刈
り
で

住
み
や
す
い
ま
ち
に

愛
と
平
和
の
祭
典
　
ピ
ー
ス
フ
ル
く
る
め
２
０
２
１

空
き
地
や
空
き
家
の
適
正
管
理
を

九
州
を
縦
貫
す
る
薩
摩
街
道

　　

久
留
米
藩
内
に
は
、
か
つ
て
薩
摩
街

久
留
米
藩
内
に
は
、
か
つ
て
薩
摩
街

道

（
坊
津
街
道
）
が
通
っ
て
い
ま
し
た
。

道

（
坊
津
街
道
）
が
通
っ
て
い
ま
し
た
。

宿
場

・
山
家
宿

（
現
在
の
筑
紫
野
市
）

宿
場

・
山
家
宿

（
現
在
の
筑
紫
野
市
）

を
起
点
に
、
鹿
児
島
の
城
下
ま
で
続
い

を
起
点
に
、
鹿
児
島
の
城
下
ま
で
続
い

て
お
り
、
薩
摩
藩
や
熊
本
藩
な
ど
主
要

て
お
り
、
薩
摩
藩
や
熊
本
藩
な
ど
主
要

大
名
が
江
戸
と
行
き
交
う
参
勤
交
代
に

大
名
が
江
戸
と
行
き
交
う
参
勤
交
代
に

も
使
わ
れ
た
街
道
で
す
。
他
に
も
、
日

も
使
わ
れ
た
街
道
で
す
。
他
に
も
、
日

田
街
道
や
柳
川
往
還
な
ど
現
在
の
主
要

田
街
道
や
柳
川
往
還
な
ど
現
在
の
主
要

交
通
網
が
、
江
戸
時
代
に
は
す
で
に
整

交
通
網
が
、
江
戸
時
代
に
は
す
で
に
整

備
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

備
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　　

久
留
米
藩
の
参
勤
交
代
は
、
城
を
出

久
留
米
藩
の
参
勤
交
代
は
、
城
を
出

て
通
町
十
丁
目
か
ら
北
に
曲
が
り
、
百

て
通
町
十
丁
目
か
ら
北
に
曲
が
り
、
百

年
公
園
の
北
に
あ
っ
た
宮
地
の
渡
し
で

年
公
園
の
北
に
あ
っ
た
宮
地
の
渡
し
で

筑
後
川
を
越
え
、
宮
ノ
陣
町
の
古
賀
茶

筑
後
川
を
越
え
、
宮
ノ
陣
町
の
古
賀
茶

屋
で
薩
摩
街
道
に
合
流
し
ま
す
。

屋
で
薩
摩
街
道
に
合
流
し
ま
す
。
44
代代

藩
主

・
有
馬
頼
元
ま
で
は
、
瀬
戸
内
海

藩
主

・
有
馬
頼
元
ま
で
は
、
瀬
戸
内
海

の
海
路
を
使
っ
て
い
ま
し
た
が
、
天
候
に

の
海
路
を
使
っ
て
い
ま
し
た
が
、
天
候
に

影
響
さ
れ
、
決
ま
っ
た
日
に
た
ど
り
着

影
響
さ
れ
、
決
ま
っ
た
日
に
た
ど
り
着

く
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、

く
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
66
代
藩
主
・

代
藩
主
・

則
維
か
ら
は
、
山
陽
道
や
東
海
道
の
陸

則
維
か
ら
は
、
山
陽
道
や
東
海
道
の
陸

路
で
江
戸

路
で
江
戸
に
向
か
っ
て
い
ま
し
た
。

に
向
か
っ
て
い
ま
し
た
。

藩
の
繁
栄
を
支
え
る
宿
場
町

　　

薩
摩
街
道
と
日
田
街
道
が
交
差
す
る

薩
摩
街
道
と
日
田
街
道
が
交
差
す
る

地
点
に
、
宿
場

・
府
中
宿

（
現
在
の
御

地
点
に
、
宿
場

・
府
中
宿

（
現
在
の
御

井
町
）
が
あ
り
ま
し
た
。
参
勤
交
代
の

井
町
）
が
あ
り
ま
し
た
。
参
勤
交
代
の

大
名
が
宿
泊
や
休
憩
す
る
本
陣

（御
茶

大
名
が
宿
泊
や
休
憩
す
る
本
陣

（御
茶

屋
）
が
あ
り
、
大
名
の
荷
物
や
手
紙
を

屋
）
が
あ
り
、
大
名
の
荷
物
や
手
紙
を

預
か
っ
た
り
、
人
や
馬
、
か
ご
の
手
配

預
か
っ
た
り
、
人
や
馬
、
か
ご
の
手
配

を
し
た
り
す
る
商
人
や
職
人
が
集
ま
る

を
し
た
り
す
る
商
人
や
職
人
が
集
ま
る

な
ど
、
人
や
物
流
、
情
報
や
文
化
が
集

な
ど
、
人
や
物
流
、
情
報
や
文
化
が
集

う
場
所
と
し
て
繁
栄
し
ま
し
た
。

う
場
所
と
し
て
繁
栄
し
ま
し
た
。

　　

大
名
や
幕
府
役
人
が
来
る
場
合
は
、

大
名
や
幕
府
役
人
が
来
る
場
合
は
、

事
前
に
通
知
さ
れ
る

「
先
触
れ
」
を
も

事
前
に
通
知
さ
れ
る

「
先
触
れ
」
を
も

と
に
、
宿
主
は
町
奉
行
に
報
告
し
、
必

と
に
、
宿
主
は
町
奉
行
に
報
告
し
、
必

要
な
指
示
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

要
な
指
示
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

せ
ん
で
し
た
。
1313
代
将
軍

・
徳
川
家
定

代
将
軍

・
徳
川
家
定

に
お
輿
入
れ
し
た
天
璋
院
篤
姫
が
江
戸

に
お
輿
入
れ
し
た
天
璋
院
篤
姫
が
江
戸

に
向
か
う
折
は
、
薩
摩
街
道
を
通
り
、

に
向
か
う
折
は
、
薩
摩
街
道
を
通
り
、

府
中
宿
で
昼
食
や
菓
子
を
食
べ
た
こ
と

府
中
宿
で
昼
食
や
菓
子
を
食
べ
た
こ
と

が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
文
化
財
保
護
課

（
☎
０
９
４
２
・
３

文
化
財
保
護
課

（
☎
０
９
４
２
・
３

０
・
９
２
２
５
、

０
・
９
２
２
５
、
℻℻
０
９
４
２
・
３
０
・

０
９
４
２
・
３
０
・

９
７
１
４
）

９
７
１
４
）

久留米入城400年モノ語り久留米入城400年モノ語り❾❾
シリーズ

篤
姫
も
立
ち
寄
っ
た
府
中
宿

は今回のモノ語
りと関わる藩主

HPならではの

秘話も連載中！

▶現代の地図に当
時の街道を重ねた
地図。御井町の矢
取から御井小学校
付近までが府中宿
でした

▶御井小学校は、薩摩街道
府中宿の本陣（御茶屋）で
した。篤姫とともに、西郷
隆盛や大久保利通も通って、
江戸に向かいました

久留米歴代藩主

　初代 豊氏　初代 豊氏 とようじ とようじ

　二代 忠頼　二代 忠頼 ただより ただより

　三代 頼利　三代 頼利 よりとし よりとし

　四代 頼元　四代 頼元 よりもと よりもと

　五代 頼旨　五代 頼旨 よりむね よりむね

　六代 則維　六代 則維 のりふさ のりふさ

　七代 頼徸　七代 頼徸 よりゆき よりゆき

　八代 頼貴　八代 頼貴 よりたか よりたか

　九代 頼徳　九代 頼徳 よりのり よりのり

　十代 頼永　十代 頼永 よりとお よりとお

十一代 頼咸十一代 頼咸 よりしげ よりしげ

▲高良下宮社のえ
び す さ ん。 文 政
10（1827）年に
建 立 さ れ、10 体
ある府中のえびす
さんの中でも、最
古のものです

札ノ辻

久留米城
宮地の渡し

★西鉄久留米駅

★JR久留米大学前駅
柳
川
往
還

府中宿

参府街道

薩
摩
街
道

日田街道

★ JR久留米駅

こ

し
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